
331,005千円(A)

111,044千円　　

35,464千円　　

金額

　千円　　

　千円　　

146,508千円　　

金額

0千円(B)

支出先 金額

東京電力、東京ガス他 19,485千円　　

ナカバヤシ(株)他 43,085千円　　

職員国内出張、海外出張等 7,171千円　　

委員、講師、原稿作成等 2,078千円　　

日通商事(株)他 12,808千円　　

(社福)東京コロニー他 16,402千円　　

196千円　　

(株)カルモア他 13,668千円　　

(株)丹青社他 37,549千円　　

(株)文協他 10,229千円　　

佐川急便(株)他 2,655千円　　

セントラル警備保障(株)他 5,532千円　　

(株)イーエスシー他 3,342千円　　

(株)紀伊國屋書店他 2,763千円　　

(株)第一成和事務所他 1,225千円　　

（公財）文化財虫害研究所他 111千円　　

日本医学図書館協会他 102千円　　

（財）青森市文化ｽﾎﾟｰﾂ振興公社他 374千円　　

合計 178,775千円　　

７．その他

内容 金額

消費税相当額 5,722千円　　

自己調達額 0千円　　

合計 5,722千円　　

８．再補助・再委託等の割合 0％(B/A)

 (17) 諸会費

 (18) 会場費

 (11) 通信運搬費

 (12) 器具備品費

 (13) 消耗品費

 (14) 図書資料費

 (15) 保険料

 (16) 参加費

 (5) 賃借料

 (6) 印刷製本費

 (7) 会議費

 (8) 保守修繕費

 (9) 外注費

 (10) 広告宣伝費

（２）（１）以外の支出

支出内容

 (1) 水道光熱費

 (2) 業務委託費

 (3) 旅費交通費

 (4) 諸謝金

合計

６．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

合計

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

合計

（２）具体的な内容

　ハンセン病及びハンセン病対策の歴史に関する知識の普及啓発と偏見・差別の解消及び患者・回復
者の名誉回復を図るため、国立ハンセン病資料館（以下「資料館」という。）を「ハンセン病にかかわる
啓発活動の中核」として位置づけ、資料館の管理運営を行った。ハンセン病及びハンセン病対策の歴
史に関する知識の普及啓発のためにシンポジウム等を開催した。ハンセン病に関する啓発資料を作成
するとともに、都道府県等の関係機関に対して配布した。

３．交付先の公益法人の名称 公益財団法人 日本科学技術振興財団

４．交付実績（見込）額

５．補助金等における管理費

補助金等支出明細書

１．補助金等の名称 平成２２年度ハンセン病対策事業（資料館運営等委託分）

２．事業の目的及び内容

（１）目的

　ハンセン病に対する正しい知識の普及啓発及び患者・回復者の名誉回復　を図ること等を目的に設
立された、国立ハンセン病資料館（東京都東村山　市）の管理運営及びハンセン病に関する普及事業
（シンポジウムの開催、啓発資料の作成・配布等）を実施し、ハンセン病対策の充実を図る。


